

























































































































































































































































































































































































































































































































泉 靖－ 1966 IT'済州、｜島』（東京大学東洋文化研究所）










末成道男 1987 「韓国社会の r両班』イ七」（IT'現代の社会人類学』 1、東京大学出
版会）
玄 容駿 1971 「済州島の儒式部落祭」（『石宙義教授回申紀念民俗学論議』、石商
善教授問Ej3紀念論議刊行委員会）
7) このような点からすれば、今後は衰退してくるかどうかは、機関内における済州島の位誼付け
と深く関わってくる問題となる。それが起こり得る時とは、韓関内において済州島という特殊性、
習い換えれば島社会の完結伎が失われ、韓国社会に完全に組み込まれた段階であると考えられる
が、さ変革言が済州烏に滞在した 2年間においても学校教育合中心として方言撲滅運動ともいうべき
状態が続けられており、その独自伎をなくそうとする動きが内外からすすめられている。いずれ
にしても、今後は済州島のさまざまな民俗についてこのような視点、からも検討し、その後の際｜苅
も見守っていく必要があるように思われる。
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